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1. 	 いわゆる接続頚部硬化症に対する排累時跨続尿道
譲影 (VCUG)の診断揺値
角谷秀典，額)l[ 裏(厚生中央〉
いわゆる跨競頚部硬化症における排尿時務肢尿道撮影 
(VCUG) の特徴的所見および診断的価笹について述べ
た。 VCUG上， base plate よ~ trigonal canalへの移
行を排京の全経過を通じて観察することが大切であり，
本症では trigonalcanalの形成が円滑に行なわれてい
ない。また内規競検査・跨競機能検査などを傍尽するこ
とで， VCむG は真に診断的価値のある検査法であると
いえる。 
2. 虫菅撮影を行なわず CTIこより診断のついた腎
麗撞の 2椀
甘粕誠，外需孝雄
(冨立習志野〉
堀田とし子 〈千大・放射線科〉
セノレジンガー法によるカテーテノレの血管内通過i華害で
腎血管造影が不能であった65議，肉眼的車尿を主訴とす
る男子の CT像を典型的な水腎症 (55議，女性。主訴:
援痛，渡部彊藩)の CT1;象と比較検討した。 
3. 	 警結石手術時種紫見出された腎腫蕩
松村勉石)l[嘉夫
(国立千葉〉
症例は64歳男性。主訴は左下腹部痛o KUBにて左尿
管結石10X8 cmを認め，手術のため入院となった。術
前レントゲンにて，結石は腎に上昇してお担，腎孟切石
筏の予定で手続を開始したところ，腎下握に 3 X 4cm 
黄色を認め，腎掃除舗となった。腫蕩は， clear cell 
typeの腎結胞癌， Stage 1で，結石は， シュウ接カノレ
シウムであった。腎細胞癌と結石の合併は報告が少な
く，本邦における症併につき，統計的考察を加えた。 
4. 	 血管撮影における RIangIographyの効用
岡野達弥，大塚薫，遠藤博志
〈松戸市立〉
泌尿器科領域での車管譲影は，高年齢層が多く対象と
なる為，カテーテル操作による合併症主ども無視できな
い。最近当競では，血管撮影前の車管の走行状態を確認
し，安全性を高める呂的で， RI angiographyが利用さ
れるようになってきてお担，我々務尿器科でも応用しは
じめている。
今回我々辻，当読で昭和55年 1月より招和56年 7月ま
でに撞行された RIangiography症例について，部f立
別の症候j数，異常所見の有無，異常所見の内容などにつ
いて総括し， また，数伊jの RIangiographyのフィル
ムを提示し，その診断的缶イ直，lIll管撮影前のスクリーニ
ング検査としての意義について検討を加えた。 
5. 	 酸性フォスファターゼの RIA
丸需正幸，伊藤靖夫，安藤研
島続淳 〈千大)
前立腺嘉314挨体と対照60接体に酵素法， CIEP法， 
RIA法で誤.u定し各々詑較検討した。その結果 RIA法
が最も感度が良く， stage Bでも異常値が出現し車清 
O.lmlで測定可能であり，治療効果判定，経過観察， 
screeningなどに有用と考えるが，前立腺触診後は少な
くとも24時間後の採血，冷所保存が必要である。
〔シンポジウム〕 秘尿器科における新しい診断法の評
価 
1. 	 エコーおよび CTの理論
議谷征昭(東芝メデ、イカル)
超音波断層法(エコー法)の原理は，一口で云えば，
山びこが返ってくる原理を用いて体内を音で挟像化する
方法である。音声の数千~数万倍ほど高い j需波数の音
(超音波)を用いると，光援のような径数ミヲの音のビ
ーム〈音束〉を技術的に容易に作り得る。この音のピー
